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1．背景と研究目的 

鉱物の同定の１つの手法としてＸ線回折分析を行うことがあり、一般的には管球により反射を測定

するものだが、粉末をある程度の分量を作成する必要があるため、放射光により測定を行うことで微

量鉱物のＸ線回折分析を行うことができると考えた。そのため微量鉱物で不明となっていたものの同

定を行うものである。まずはＥＤＳ分析を行い鉱物種の予測を行ったうえで行うこととした。 

 

2．実験内容 

この度は次のとおり６個の不明鉱物のＸ線回折分析を行うこととした。なお、Ｘ線エネルギーの測

定波長は 15 keV （0.827 Å）である。 

１．薄緑色を呈する Ba を含む重土長石またはハイアロフェンと考えられる鉱物。 

２．黄緑色を呈する皮膜状の銅と鉄の砒酸塩鉱物と考えられる鉱物。 

 ３．薄い青色を呈する珪酸塩鉱物。 

 ４．藁黄色を呈する黄安華または鉄黄安華と考えられる鉱物。 

 ５．Mg を含む鉱物でダイピング石と考えられる鉱物。 

 ６．薄い緑色でアガード石類と考えられる鉱物。 

 

3．結果および考察 

上記６個の不明鉱物を放射光によりＸ線回折分析を行った結果、１についてはハイアロフェン、２

については毒鉄鉱に銅鉱物が混じったもの、３についてはベズブ石、４については黄安華、６につい

てはアガード石類であることが判明した。６については詳細な成分分析を引き続き行い、鉱物名を決

定する必要がある。５については白色房状の集合体で、蛇紋岩帯での産出であることから当初ダイピ

ング石を疑った。ダイピング石

（Dypingite）は Mg5(CO3)4(OH)2・5H2O

で表され、水苦土石（Hydromagnesite）

は Mg5(CO3)4(OH )2・4H2O で表され、

両者の違いは結晶水の部分である。水苦

土石が白色房状で産出すると産出場所、

形態などほとんど違いがないため肉眼で

の同定はかなり難しい。Ｘ線回折分析で

は明瞭な違いが現れる。今回の分析によ

り一部アンチゴライトの混入が見られる

ものの水苦土石とかなり一致し、ダイピ

ング石との一致は見られなかった。産出

場所は岡山県の大佐山の蛇紋岩露頭であ

り新たな産出を発見することができた。 

表１ ５の試料の水苦土石、アンチゴライトとの比較 
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